
六回目の患者さんのための胃瘻の情報
交換会の日時が決まりました。

連絡先： 静岡県立こども病院 地域医療連携室

対象： 胃瘻に興味のある患者様、保護者の方。

医療従事者、特別支援学校関係者など

日時： 2009年2月13日 金曜日午後1時から

場所： 静岡県立こども病院 大会議室

内容： 「流動食は、胃ろうから入ってどうなるの？」
－知っておきたい、胃ろう栄養のリスクと対策－

株式会社テルモ 渡部 誠 先生
『胃瘻を造ることを考えるとき，その流れ』

神経科 渡辺誠司

患者さんのための

神経科 渡辺誠司



鼻からのチューブで経腸栄養が長期にわたることが増え、胃瘻を造っ
て食事をしている患者様が増えてまいりました。静岡県立こども病院では、
胃瘻の管理、手入れ、食事の形態などの胃瘻に関する情報と経腸栄養の情
報を、医師、栄養士、看護師の立場から説明するセミナーおよび患者さん
の情報交換会を2007年8月から開催しています。日頃気になっていることに

もお答えします、気軽にご参加ください。
開催場所は、こども病院 大会議室。日時は、3－4か月に1回、

金曜日午後1時から1時間程度です。
対象者に制限はありません。

内容は、アンケートによって決めますが、途中からききたい人のために
随時、以前の内容を話せる機会を考えようと思っています。

第6回目は、2009年2月13日 午後1時から行います。

タイトルは、 「流動食は、胃ろうから入ってどうなるの？」
－ 知っておきたい、胃ろう栄養のリスクと対策 －

株式会社テルモ 渡部誠 先生 です．

胃瘻セミナー（情報交換会）開催のお知らせ

－胃瘻を持っている患者様、経腸栄養を行っている患者様の保護者の方，
特別支援学校，重症心身障害児・者施設のかたへ－

ご不明な点は、こども病院 地域医療連携室内 神経科 渡辺までおたずねください。


